
 

    
 

  ＷＷは、昨年に続いて、①均等法改正、同一価値労働同一賃金法制化などのためのロビー  

活動②キャリアバンキングの活用を中心とした会員相互間の交流③様々なことを学ぶ場の提供、

などなど企画、実施したいと思っています。 

日本の政治は、混沌としており、民主党政権に期待し、失望している向きもあると思います。し

かし、もともと政治は自ら作り変えていくもの。失望している暇はありません。 

ＷＷは、来る愛知県知事選候補予定者に公開質問状を送りました。皆さんの投票の参考にしてい

ただくため、回答をお送りします。詳細は５ページをご覧下さい。 

 

★キャリアバンキングフェスティバル 

  ・・・・フェミ祭 開催します★ 
♀日時：2月１１日（祝）12：00～15：00 

♀場所：東海ジェンダー研究所（金山） 

♀参加費：1000 円+1000 フェミ 
 年の始めを祝いましょう！！詳細は次ページ 

  

 2010．1．14   第１48 号 
    

    ワ－キング・ウ－マン 

〒464-0092 名古屋市千種区 

            茶屋が坂 2-6-B-805 

  （０５２）８４２－２７３９（内藤） 

       留守番電話・ＦＡＸ 
http://www008.upp.so-net.ne.jp/w_woman/ 

 

  ♀Ｗ・Ｗニュ－スは隔月発行です 

  申込先 〒振替 00870-4-10024 

    ワ－キング・ウ－マン           

年間購読料   ４０００円    ＷＯＲＫＩＮＧ ＷＯＭＡＮ 

                 男女差別をなくす愛知連絡会 
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*次回事務局会議 2月 14 日 18:00～東海ジェンダー研究所 

 



 

 

 

 

 

2007 年からワーキングウーマンのメンバーの中で、お互いのキャリア、それほどでもな

いけどちょっと自慢の技、ちょっとしたお手伝いなど、なんでも互いに提供しあえるような

しくみ、緩やかなネットワークつくりに取り組んできました。 

 賛同していただいたかたの中から提案された、いくつかは実現してきましたが、ここ 1 年

くらいは活動が停滞しています。 

 そこで、この活動をより活性化するために、みなさんと知恵を絞り合いたいと思い「キャ

リアバンキングフェスティバル（フェミ祭）」を企画しました。 

 キャリアバンキングのメンバーだけでなく、ＷＷ年末パーティに参加できなかった方、 

近況を話し合いたい方、おいしいランチを食べながら、話合いましょう。 

ぜひご参加ください。 

    

          ♀日時：２月１１日（祝）１２：００～１５：００ 

        ♀場所：東海ジェンダー研究所（金山） 

       ♀参加費：１０００円+１０００フェミ 

         ♀申し込み：Ｆａｘ-052-842-2739 

              携帯-090-5610-7188 三輪 

090-2136-0613内藤 
 

 

*当日はとっても美味しいランチを味わい 

 ながら話合います。 

*キャリアバンキングって何だっけ？ 

 フェミって何？？？と思っていてもＯＫ！ 

 参加大歓迎です。 

 *東海ジェンダー研究所は金山のダイエー裏 

 ミズノビルの 6F です。 

 

 

 

 

 

ダイエー 

金 山 駅 
 



 

 

第 6回 働く女性のカフェ報告 

「企業におけるダイバーシティ推進の今 

‐豊田通商（株）の事例から‐」 

     2010.12.4 東海ジェンダー研究所主催 

 

名古屋市女性の活躍推進企業を認定・表彰

するという取り組みの初年度（２１年度）最

優秀賞となった豊田通商㈱の人事部ダイバ

ーシティー推進室の森田郁子さんと名古屋

市総務局男女平等参画推進室室長の佐藤み

どりさんのお話を伺いました。 

「ダイバーシティ」とは「多様性」のこと。

＜従来の企業内や社会におけるスタンダー

ドにとらわれず、多様な属性（性別、年齢、

国籍など）や価値・発想を取り入れることで、

ビジネス環境の変化に迅速かつ柔軟に対応

し、企業の成長と個人のしあわせにつなげよ

うとする戦略【日経連（現日本経団連）「ダ

イバーシティ・ワーク・ルール研究会」報告

書より】＞今回は“働く女性のカフェ”とい

うこともあり、女性の活躍支援を中心とした

お話でした。 

豊田通商では 2006 年 4 月ダイバーシティ

ー推進室発足以来、取り組むべき課題を＜ワ

ークライフバランス支援＞＜キャリア支援

＞＜ダイバーシティマインドの浸透＞とと

らえ、できるところからスタート。現在、名

古屋本社と東京本社にそれぞれ専任担当２

名を含む６名体制。ワークライフバランスと

しては、労働組合と共催で有給休暇促進フォ

トコンテストなど休暇取得推進。子どもが２

歳まで育児休業利用可能としたり、育児休業

取得者向け２４時間対応の電話相談を含む

インターネットによる復職支援サービスの

充実や育児短時間勤務制度導入などの育児

支援制度の改定。男性の育児参加促進、配偶

者の転勤に同行するために退職しても正社

員復職が可能となるキャリアブリッジ（復職

支援）制度など仕事と個々人の生活全般の両

立を支えるという視点でのいろいろな取り

組みがなされています。 

また、家族と会社の距離を近づけることを

目的として社員家族の社会見学『ようこそ豊

通』を開催。プライベートを会社に持ち込む

ことに抵抗を持つという意識の改革を進め

ています。家族にとっても会社に親しみを持

てるよい機会になっているように思います。 

 キャリア支援としては、勤続年数に応じた

研修の充実、ベテラン女性社員のモチベーシ

ョンアップ研修や、１年間かけて行う人材育

成目的のアクションラーニング型問題解決

研修の“いきキャリ研修”など能力開発に力

を入れています。 

 ダイバーシティマインドの浸透として、講

演会開催、パンフレット発行などを通じて継

続的に情報発信。管理職に対する女性活躍の

理解促進を勧めるなど繰り返し啓発を続け

ています。 

また、INAX、中部電力、デンソー、豊田通商

が幹事企業となり５５社による“中部ダイバ

ーシティ Net”は中部地区にダイバーシティ

ーが広がるよう活動中。 

 名古屋市の女性の活躍推進企業認定制度

は、２年目の今年度は、企業部門だけでなく、

従業員部門も設け、より充実した女性の応援、

サポート体制としています。しかしながら、

認知度が低いことが残念です。 

 今回の講演を聞いて、いよいよ時代が変わ

ってきたのだと強く感じました。経済混迷の

今、潜在的能力発揮のチャンス。いえ、“潜

在化”させられ続けてきた女性の力が今こそ

花開く時がようやく来たのだと実感します。

資本主義社会において営利を目的としてい

る企業が≪ダイバーシティー推進室≫とい

う部署を設け、専任担当者を置き、会社施策

として取り組むということは、営利追求のた

めに男だ女だとは言っていられない、会社と

してより価値の高い能力を求める必要性に

気づいたということですから。 

近い将来「ガラスの天井」ってなんのこと？

という日本になるはずです。だからと言って

座して待つのではなく、女性自身も意識を高

め、この時代の流れ＜ダイバーシティー・男

女共同参画＞を押し進めるため、これまで以

上に個々人の言動が重要となると思います。

(報告：野々垣 真美）



 

 

 
 
□12 月 5 日（日）、今年の年末パーティは趣向を
変えて、東海ジェンダー研の会議室を会場に、ケ
ータリングパーティとしました。壁には、オーナメ
ントのほか、なんと 1985 年、ナイロビ会議の記念
壁布が飾られ、雰囲気も上々。20 名ちょうどの参
加でした。 
 
□ゲストトーク：羽後静子(はのち)さん 
＝北京 JAC から COP10 へ 
～ここ１０年のロビイング活動を振り返る＝ 
 
羽後さんは、中部大学の教員で、今年１０月名

古屋で開催された、国連生物多様性条約第１０
回締約国会議 COP１０で日本の NGO として政府
や条約事務局にロビイングや政策提言を展開し
た、「CBD 市民ネットワーク」のジェンダーマイノリ
ティ部会部会長として活躍されました。 
●北京 JAC  
９５年北京会議をきっかけに「北京政治宣言」

と「行動綱領」の実施をめざして、同年 11 月、政
府・自治体・議員・政党などにロビイングと政策提
言を行うため全国ネットワークのNGOである北京
JAC：Ｊapan  Ａccountability  Ｃaucus を発足
させ参加した。 
その後、人間の安全保障・地球市民フォーラム

などの活動を行いながらアジアをはじめとした第
三世界の女性たちとの連帯をもとめてきた。 
今回のCOP10 では、生物多様性を保全してい

くためには、現在も小規模な農業などを営みなが
ら生態系を守っている経済社会、即ち生存経済と
市場経済との共存を課題とするべきだと提案した。
また、生物多様性の保全のためには「根本原因」
を見るべきであること、根本原因とは女性と自然
を搾取して成長してきた市場経済であることを指
摘し、そうしたジェンダーマイノリティ部会の視点
は、高く評価された。到達点という意味では
COP9 でのジェンダーコーカスの「宣言」を維持し
たのだといえる。 
  
●暴力というキーワード 

1993 年、 国連世界人権会議 （ウイーン）で
女性に対する暴力撤廃宣言が採択され、 

           「 女

性の権利は人権である」（Women`s  Rights are  
Human Rights)と認められた。家父長制は女性に 

 
 

対する構造的暴力であり、女性の商品化、貧困
は生命に対する暴力である。1995 年には第 4 回
国連世界女性会議 (北京）が開かれたが、この
同じ９５年に WTO（世界貿易機関）が発足してい
る。WTO の目的は、先進国政府、多国籍企業の
利益のために「知的財産権制度」による支配的
法体系をグローバル化普遍化することである。た
とえば、生命体にも特許を設定し、知的財産権の
名の下に、元来原産国の農民のものであった種
子や製造方法の権利を奪う。農民の行う品種改
良が違法行為となったり、農民が登録された品
種の使用を強いられるなどの事態が起こる。 そ
れは自然や生命に対する暴力の行使であり、女
性に対する暴力的な支配につながっている。 
なお、今回の COP10 では、遺伝資源に対する

原産国の権利について不十分ではあるがルール
作りが途についた。 

 
●開発と生物多様性に対するアプローチ 
開発に関する歴史を見てみよう。1960-70 年代、

国連や欧米諸国のモデルは途上国を「開発」して
先進国なみに「発展させる」ものだった。 しかし、
これは工業開発中心の理論で、1980 年代になる
と、まず「環境」と「開発」は両立するのか？という
問題が呈された。そして、資本主義とは、西欧を
中核部とし非西欧を周辺部とする構造のもとでこ
そ発達できたのであり、非西欧は低開発・被搾取
を余儀なくされていることを明らかにする議論が
出てきた。そしてこれらを乗りこえるものとして、
「内発的発展」論が登場してきた。それは、先住
民族やローカル・コミュニティの主張であり、生き
るための経済であるサブシステンス経済を重視し
地域自らの力による内発的発展を進める理論で
ある。 

 
●階層性から多様性へ 
西欧的価値観のみを価値として、知的財産権

を主張し、例えば自然や生命、先住民・女性の知
識を価値のないものとして収奪する階層的な支

ワーキングウーマン年末パーティ 



 

 

◇◆◇◆◇◆◇参加いただいたかたからひとこと◆◇◆◇◆◇◆ 
＝伊神弥生さん＝ 
元気に第一線で頑張っている人たちに会って凄い！私に無いものだらけで刺激受けました。皆
さんイキイキしてるしね  お料理美味しくいただき、ました ありがとうございました。 
 
＝仁藤まゆみさん＝ 
本当に久しぶりにワーキングウーマン達のがんばりを目にして、参加してよかったなと思いま

した。特に中部大学の先生のワークショップは、女性の底力がどんなことでも前に進めていかれ
るのだと感じました。私が無謀にも（勇気ある？）相談室開設も女性達を支えたい一心でした。
良く言われる「女性にも○○の権利を与えるべきだよね！」というありがたいお言葉には、「何言
ってるの。私たちから盗んだ権利をご褒美みたいに与えるなんて失礼でしょう？私たちが要求し
ている権利は盗んだものを返せって言ってるだけです！」と言い返すことにしています。加齢は
人を穏やかにしますね。昔ならこれに「ふざけるな！」という枕詞がついていたのに、今は穏や
か（？）に話すことができます。少しは成長した証拠ですね。これからも女性の底力に期待しま
す。皆様の頑張りを意識しつつ、私の新しい道を切り開いて進みたいです。皆様のご検討を心
よりお祈り申し上げます。 （仁藤さんの相談室です↓） 
* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
女性のためのすずめの木相談室 www.suzumenoki.com suzumenoki@me.com 
* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
 
＝小西みゆきさん＝ 
いつも思うことですが、一生勉強、多くの出逢いに感謝 人のお話から得るものは元気・反省・
出発かな 【諸先輩にふれ まだまだ 未熟で 弱い自分をみたり前に進む力をもらうなり】 い
いこぶりっこかな？（＾－＾） 

 

配的価値観から、多様性を重視する価値観に移
行する必要がある。 
伝統的知識体系は、劣っているのではなく、近

代知と異なっているだけなのである。そこにある
前近代的家父長主義は克服すべきだが 多様な
文化が尊重され、それらの価値の平等性は確保
されるべきである。 
資本市場は、生存経済がなければ、あるいは、

市場が生命維持経済を内部化することができな
ければ、存在することができない。 
西欧を中心とした支配と暴力の経済ではなく、

公正と安定、ローカリゼーション、生命中心の経
済が必要であり、それは女性中心の経済でもあ
る。 
 

□□□さて、羽後さんのパワフルなお話の後は、ケー
タリングでパーティ。今回は COP10 で食のおもて
なしプロジェクトをリードした長田絢さんの
JFE-AYA にお願いしました。ほとんどが地元産
の、新鮮そのものの冬野菜たち。ボリュームもた
っぷり。味も抜群で、参加者全員大満足。 
お料理とメニューは下記ブログから見れます 
http://ameblo.jp/ayaosada/theme-10011198422.html 
もたっぷり。味も抜群で、参加者全員大満足。も
たっぷり。味も抜群で、参加者全員大満足。 
                       

□□□恒例の 2 分間スピーチ。（みんな上手になった
なあ。。。）今年のテーマは「実現させたいこと」

「女性の労働状況はよくなったか？」。 
唯一の男性参加者武者小路公秀さんは、「実

現させたいことは、ジェンダー平等」と述べて喝采
をあびました！ 
女性の労働については、一般会員から「悪くな

った」との声が続く中、事務局からは「確実に良く
なった部分もある」との意見も多々。一度、このテ
ーマで例会をやるといいかも。(栗) 

http://www.suzumenoki.com/
mailto:suzumenoki@me.com
http://ameblo.jp/ayaosada/theme-10011198422.html


 

 

                              

愛知県知事選 5 候補に公開質問状を出しました 

ＷＷは大村、重徳、土井、御園、薬師寺の 5候補者に下記の質問を送付しました。 

１ あなたは、副知事に女性を登用する意思がありますか？ 

ある 

      →理由は？（                                ） 
ない 

 →理由は？（                                ） 

２ 女性が差別なく働き続けられる環境整備をする必要があると考えますか？ 

ある 

     → 具体的には？（                             ） 
ない 

   →理由は？（                                ） 

３ 愛知県職員の管理職（課長級以上）のうちの女性の割合を上げる意思がありますか？ 

ある 

      →目標は何パーセントですか？（                       ） 
       ない 

       →理由は？（                                ） 

４ 愛知県職員の男性の育児休業の取得率を上げる意思がありますか？ 

ある 

     →目標は何パーセントですか？（                       ） 
ない 

        →理由は？（                                ） 

５ 公契約条例を制定する意思はありますか？ 

ある 

      →理由は？（                                ） 
ない 

        →理由は？（                                ） 
 

★★1月中に回答をまとめて皆様に送付しますのでお待ちください★★ 
 

 

 

 

 

「中山政務官のバックラッシュ発言に怒る会」より 

先号でお知らせしていたホームページは、ブログに変更となりましたが、できましたので、

ぜひ、ご覧ください。そして、抗議のメール、電話、ファックスなど、今からでも全然遅く

ありません。短文でいいので、ぜひぜひ、送ってください。http://ameblo.jp/anti-backlash/ 

こちらに送付先が出ています。 

 内閣改造が、現実味をおびてきました。抗議のチャンス到来！です。内閣改造は、総理大

臣が内閣の構成メンバーを入れ替えることです。政務３役といわれる大臣、副大臣、政務官

がその対象となります。中山政務官が、男女共同参画を推進すべき時代にあって、内閣の主

要ポストにあることがふさわしくない、と意見表明をしましょう。こうした抗議に、菅首相

が応えない時は、中山政務官のみならず、菅内閣、ひいては民主党政権への深い失望となる

ことを伝えましょう。（代表 岡田ふさ子） 

 

http://ameblo.jp/anti-backlash/


 

 

「第３０回全国クレサラ・ヤミ金被害者交

流集会 in 岐阜」参加報告記 

          2010.11.27                       

 

 反貧困ネットワークの事務長である、司法

書士の水谷さんと谷岡事務所にて意見交換

の場を持った際、上記集会がありますが参加

されては？とのお誘いを受け、早速にでかけ

てきました。 

この集会は、弁護士・司法書士を中心とす

る全国のクレサラ（クレジット・サラ金）問

題に取り組む人々の１年に１回の、集大成と

もいうような２日間に渡っての壮大なる集

会であった。その規模は２０００人とも聞い

ていたが、私が参加した１日目の最初の記念

講演への参加は、数が多すぎてとても把握で

きなかった。しかし会場の長良川国際会議場

の大会議場は、それでも１０００人を切る程

度の数はいただろうと思えた。 

 

私は、講師の日弁連会長の宇都宮健児さん

が会長になられるずっと以前、落ちこぼれ弁

護士（本人の弁）から、ようやく一件２万円

程度の着手金で多重債務の事件を多く引き

受けられるようになられた頃の宇都宮弁護

士を追ったテレビのドキュメント番組を見

て以来のファンなので、生の宇都宮弁護士を

間近で見ようと、かなり前の空席を見つけて

座った。どうもそこは、司法書士の関係者席

であったようであるが、私の意志が伝わった

か、臨席の方に、空席の主が来たら代われば

良いと言っていただき、結局、主は最後まで

現れず、私は前から数列目の中央付近の席に

座り続けた。 

午前中、別の用があり、随分と遅れての参

加だったので、宇都宮弁護士の話の内容は、

報告するまでのことは聞けていないが、ここ

で、この多重債務の問題が３０年もの長きに

渡って取り組みが継続されてきた事を知る。

近年の貧困問題の社会問題化とともにその

取り組みが強化され、ようやく昨年の６月１

８日をもって“改正貸金業法”の完全施行と

なり、グレーゾーン金利の撤廃という、悲願

達成に至ったことが報告された。 

宇都宮弁護士は最後のところで今後に必

要な取り組みを具体的にいくつか提示され

ていた。その中で「同一労働・同一賃金」の

言葉が、ピッと私の意識に止まると同時に

「同一価値労働・同一賃金」の言葉がないの

を確認し、講演終了後、舞台を降りて身支度

されている宇都宮弁護士に一言、伝えようと、

先客の話が終わるのをじっと待つ。私は２番

目の話し手であったが、私の後にも順番を待

つ人がおり、本当に一言、「同一労働・同一

賃金はすでに一定程度法律体系の中に入っ

ているが、格差の是正に有効なのは、同一労

働・同一賃金ではなく同一価値労働・同一

賃金なので、今後はこちらでお願いします。」

と、訴える。いきなりの奇襲に戸惑われたか、

鳩が豆鉄砲を食らった様な表情で「あ、そう

ですか」と、彼は応じた。それだけで、私は

きびすを返し、、分科会会場へ移動するため、

ロビーに出る。日弁連会長に、「同一価値労

働・同一賃金」を直訴した人物がいた！と

の、印象付けには成功したかと思う。 

次に２０の分科会の中から「正社員も危な

い！－非正規雇用問題が正規雇用も脅かす

－」の分科会を選んで参加。ここでは、休憩

をはさんで第１部、第２部があり、両方で同

趣旨の発言を求める。この集会での、この分

科会は始まってまだ数回、とのこと。この日

の参加者は５０～６０人くらいか。 

第１部は、東海労働弁護団事務局長の樽井

直樹弁護士の進行で、「派遣労働の現場から」

と題し、６社を相手に実際に裁判闘争を継続

中の当事者６名の話を聞く。「皆さんとちょ

っと立場が異なるが、男女平等を進める立場

から活動している者です。男女共同参画基本

法という法律があり、現在、３回目の見直し

作業がなされており、基本計画案では同一価

値労働・同一賃金が初めて明文化された。

元々は男女間格差是正のために考え出され

たシステムだが、正規・非正規間の格差是正

にも有効であり、ぜひ皆さんにもこの同一価



 

 

値労働・同一賃金を考えていただきたい。」

というような内容を発言する。すると、それ

まで笑顔で進行役を務めておられた樽井弁

護士の顔から笑顔が消えた、ように感じ、や

はり場違いであったかと、頭のなかで？マー

クが３つくらい飛び交う。後に、その訳はひ

ょんなことから判明するのであるが…。 

第２部は「非正規労働者の権利実現全国会

議」の関西事務局長である、村田浩治弁護士

の「非正規労働問題の解決のために」と題す

るお話。ここでも、解決策の一つとして、ま

たしても、同一労働・同一賃金の実現、が言

われる。そこで「正規、非正規間の賃金格差

は差別意識を産む。労働者派遣法の改正で、

非正規を減らし、正規雇用を増やすという考

えがあるが、正規と非正規の時間当たりの賃

金を同じにすることで格差を是正するとい

う方法もある。同一価値労働・同一賃金は

あらゆる差別に有効なとても良いシステム

だと思う。」と発言。村田弁護士は私の発言

に応えて、「おっしゃるとおりだと思いま

す」と、壇上から発言される。ここでやっと、

同一価値労働・同一賃金に賛同を得た思い

である。 

最後に、２０００円という高い参加費の元

をとるべく、アンケートにも目一杯の事を書

いて退室する。『同一価値労働・同一賃金は

今後５年間の行政府の行動指針となる「男女

共同参画基本計画」に明記されるかどうかの

岐路にある。正規・非正規間の格差是正のた

めには、そもそも人件費を抑える目的を持っ

て意図的に作られている非正規雇用の存在

意義をなくすような同一労働・同一賃金の実

現より、国の行政文書に明文化されようとし

ている同一価値労働・同一賃金のほうが、

ずっと近道である。云々』と、しっかり書い

て、自己満足。 

帰路、岐阜駅までのタクシー待ちをしてい

たら、偶然にもこの村田弁護士らを駅まで送

る主催者の車が来て、一人分の余裕があるか

らと、便乗させてもらえることになり、車中

での会話が弾む。村田弁護士は大阪のワーキ

ングウーマンネットワークの会員であり、正

路さんを良く知っているとのこと。なるほ

ど！と納得。さらに、「非正規労働者の権利

実現全国会議」は、我が「館長雇止め・バッ

クラッシュ裁判」の高裁に、労働法の解釈か

ら雇い止めが違法であるとの意見書を書い

て下さった脇田滋竜谷大学教授がメンバー

であり、村田弁護士はこの脇田教授とはいわ

ば同志、ということになる。ここでも、人の

つながりを強く感じ、うれしくなる。 

車中での「樽井先生はずるいよなあ。同一

価値労働の話が出たら、僕に振ってくるんだ

から……」とは、村田弁護士の弁。この語り、

その他から想像するに、労働問題を扱う弁護

士の間でも同一価値労働・同一賃金はまだ

あまり勉強されていないのでは？と感じら

れた。 

やはり、まだまだ「同一価値労働・同一

賃金」をＰＲしていく必要ありであろう。ま

た、人と人とが顔を合わせる集会などで「同

一価値労働・同一賃金」のへの意識付けを

行っていく作業をもっとしていく必要あ

り！との思いを強くした機会であった。（岡

田記）



 

 

女の映画評 

ドヌーヴのぶったま母親像 

『幸せの雨傘』ほか                             

高野史枝 

 

● 母親女優 

日本で母親役の似合う女優といったら、

誰の名が浮かんでくるだろうか。1950 年

代の母もの映画で有名なのは三益愛子

（古すぎ）。その名もずばり『おかあさん』

（1952／成瀬巳喜男）の田中絹代、『東京

物語』（1953／小津安二郎）の東山千栄子、

ちょっと飛んで『母べえ』（2007／山田洋

二）の吉永小百合、昨年も『オカンの嫁

入り』（呉美保）の大竹しのぶとか『酔い

がさめたら、うちに帰ろう』（東陽一）の

永作博美なども、なかなかいい母味出し

てた。どの母親像にも共通するのは「あ

たたかさ、やさしさ、おもいやり、自己

犠牲」といったような単語。中国・韓国

映画の母親の描写はもちろんこれと変わ

らないどころか、儒教によってさらに強

化されているし（09 年の韓国映画『母な

る証明』を見るべし）、欧米映画なら、こ

こに「たくましさ」をひと振りすれば

（例：ソフィア・ローレン）たいてい大

丈夫。しかし昨年、カトリーヌ・ドヌー

ヴが母親役をやった映画を見て、「あれ

れ、カトリーヌ・ドヌーヴにこの母親法

則（？）はぜんぜん通用しない」と気が

ついた。彼女の演じる母親は「あたたか

くなく、優しくなく、思いやり少なく、

自己犠牲どころか自己中心」でありなが

ら、実に母親らしいという「ぶったまマ

マ」だったのだ。 

●ドヌーヴ満開 

2010 年はカトリーヌ・ドヌーヴ満開の

年だった。何しろ主演映画が次々3本も公

開され、そのどれも「ああ、これはドヌ

ーヴ主演でなきゃ出来っこない映画だな

…」と感心させた。おん年 67歳でこれだ

け圧倒的に輝いている女優は少ないだろ

う…っていうか、いないよね。奇しくも 3

本とも、夫も子もある現代の母親役だ。

とりあえずこの 3本の映画のご紹介を。 

まず『隠された日記～母たち、娘たち～』

（09／フランス・カナダ／ジュリー・ロ

ペス＝クルヴァル）カナダでキャリアウ

ーマンとして働いているが、妊娠を機に

故郷フランスへ帰った娘（マリナ・ハン

ズ）。医師の母（カトリーヌ・ドヌーヴ）

とは以前からうまくいってない。娘は失

踪したと聞かされていた50年前の祖母の

日記を発見し、隠されていた家族の秘密

が明かされていく・…。田舎町の気難し

い医師で、あんまり人と打ち解けない、

というのは一見ドヌーヴのニンにあった

役柄に見えないけれど、不機嫌そうな物

腰に威厳があり、夫も娘も絶えず彼女の

機嫌を気にしているという重石のごとき

存在感が抜群だ。 

『クリスマス・ストーリー』（08／フラン

ス／アルノー・デプレシャン）は、タイ

トルから想像するような甘さのカケラも

ない、どろっどろの家族モノ。クリスマ

スに集まった肉親同士が、すれ違い誤解

し憎みあうさまは渡鬼＝橋田壽賀子真っ

青だ。ドヌーヴは 3 人の子の母で、悪性

白血病を発症している。こじれた家族関

係を修復する気はなく、それどころか社

会的失敗者の二男に対し、悪意のある言

葉をぶつけたりするのも平気。それでも

家族全員の愛情はこの母に集まり、彼女

は平然とそれを受けて手術に挑む…多く

の愛をヘッチャラで受け止めるには余程

の器量がいる。そりゃドヌーヴしか出来

ないわ。 

最後の『しあわせの雨傘』（2010／フラン

ス／フランソワ・オゾン）はライトコメ

ディ。ブルジョワ主婦（もちろんドヌー

ヴ）が、病に倒れた夫に代わってストラ



 

 

イキで揺れる傘工場（ドヌーヴ主演の名

作『シェルブールの雨傘』へのオマージ

ュだろう）に乗り込み、労使トラブルを

鮮やかに解決。その後息子をうまく使っ

て工場を立て直し、経営的手腕も発揮し

た上、現在は市長になっている昔の恋人

（ジェラール・ドパルデューだ！）とも、

あら、焼けぼっくい・… 

この映画でのドヌーヴは、専業主婦から

いきなり辣腕経営者に変わり、やること

なすことうまくいくスーパーレディ。

「そんなにうまくいくはずないだろー

が！」と突っ込みたくなるが、オゾン監

督はドヌーヴに惚れ込んでいるので「こ

の人のやることは全部うまくいくのだ

っ！それでいいのだっ！」と居直って描

いていて、こっちも「まっ、いいか。ド

ヌーヴだし」と納得させられてしまう。 

● 人間の女としての母 

フランスの母親も、もちろん子どもを

愛しているのだろうけれど、成人してか

らの付き合い方は、準・他人のように見

える。気が合えば仲良くするし、そうで

なければ疎遠でも平気。相手のプライバ

シーに踏み込むこともない。フランスの

平均的な母親像というのはこういうもの

なんだろう。作り手（監督）の持ってい

る母親像か願望が映画に現れるとするな

ら、フランス映画に出てくる母親は「自

立した一人の女」だ。たいてい仕事を持

ち、時にはコッソリ恋すらしていそうな

大人の女という認識。フランスにあって

日本にないもの、それは「母親への尊敬」

という言葉かも知れない。どの国でも母

親は「家庭の中心にいる太陽」に例えら

れるけれど、日本の母親は自分の暖かさ

をみんなにふりまく太陽で、フランスで

はみんなから仰ぎ見られている太陽とい

う違いかも。 

『クリスマス・ストーリー』のなかにと

ても好きなシーンがある。家族に迷惑を

かけている二男（マチュー・アマルリッ

ク…うまい！）と母親ドヌーヴが、真夜

中に庭のベンチで話をする。二人はにこ

やかな調子で、相手がいかにひどい母親

であったか、いかに出来が悪く愛の持て

ない息子であったか罵倒しあう。悪意の

応酬だが激したり怒ったりはしない。た

だ淡々と事実を話し続けて何だか楽しそ

うにさえ見える。しかしあくる日、この

二男は、母親のために自分の骨髄を提供

し、苦痛の多い手術に耐え、直後に点滴

台をヨロヨロと押しながら、手術の終わ

った母の様子を見に行かずにはいられな

いのだ。 

日本映画では、男性監督の願望なのかな

んだか思い込みなんだか知らないけれど

あまりにも「母親は子どもを無条件で愛

する」というパターンか、もしくはその

反動みたいなメチャなオニハハみたいな

作品を見すぎた。そのせいなんだろうけ

れど、こうした「母親の役割」に縛られ

てない、「人間の女としての母」像を見て、

そしてそれが実にカッコよく描かれてい

るのを見て、ほんとに嬉しくホッとした。

ドヌーヴとはちょっと容姿は違うけど

（ちょっとか？）私も「ドヌーヴ型フラ

ンス母」で行きたいものだ。
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女たちの元気流 [おんな労働組合(関西)] 

             ２２５号 

・２２回コミュニティユニオン全国交流会 ｉｎ霧

島 記念講演「沖縄重圧の深層ー普天間問

題が問う民主主義の成熟度」琉球新聞政治

部長の松元剛氏・・・沖縄での安保支持は

11%から 7%と下がり、基地依存率も 15%から

5.3%に降下している。基地はいらないという沖

縄の民意を政府が聞き、日米交渉を仕切り直

すこと、普天間問題は日本の民主主義の試

金石になる。 

第２分科会 ﾊﾟﾜｰ・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ相談と予防・・・

加害者の上司、理由は理不尽、当事者は体

調を崩し退職も、経営側の労務管理能力の

欠如と成果主義、ﾉﾙﾏ主義に多くの原因があ

る。支援ｾﾝﾀｰの設立、ﾊﾟﾜﾊﾗ防止ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

の制定が重要。 

・高遠菜穂子さんを加賀に招いて・・・「命の国

境はないーイラク戦争とは何だったのか？」報告

会で高遠さんを招いてｽﾋﾟｰﾁを聞く。「魂をさら

けだし、愛を体現する、苦しみのなかに希望を

見出すーそれができるのはただ一つ愛」という信

念の持ち主の高遠さんは、「イラク戦争は私にと

って国内問題です。そこが他の人とは違うので

す」という。 

VOICE OF WOMEN 

[日本女性学研究会] ＮＯ315  

･女性作家の展覧会案内 疾走する美術家

2010 田部光子の世界展 

・映画「デザートフラワー」・・・FGM（女性性器

切除）を国連で初めて告発したワリス・デイリー

の自伝小説『砂漠の女ﾃﾞｨﾘｰ』の映画化作品

。 

監督はドイツ系アメリカ人女性のシェリー・ﾎｰﾏ

ﾝ。同時に『母たちの村』ｳｽﾏﾝ・ｾﾝﾍﾞｰﾇ監督

も、FGM を知るためには見てくださいとのこと。 

・「抵抗を縫うーチリのキルトにおける触覚の物

語」展を見て・・・アルビジェラというチリの裁縫文

化。端布を縫いあわせ人形風のｵﾌﾞｼﾞｪを組み

合わせて日常生活を表現するﾀﾋﾞｽﾄﾘｰ。そこに

政治的ﾒｯｾｰｼﾞをこめた。チリ政府が女たちの

取るに足らない遊びと見過ごすうちに、海を越

え、メッセージを届ける役割を担った。 

・「女性学年報』３１号まもなく発刊！・・・ 

問合せ オフィス・オルタナティブ 06-6945-5160 

        
あごら札幌    292 号 

･三井マリ子さん講演会に参加して考えた

事･･･10月 18日石狩市で講演会に参加。石

狩市長、議員、男女参画室担当者、などの

参加でいつもと違う雰囲気。石狩市はﾉﾙｳｴｰ

と福祉の面でつながりがあり、市長はブログで感

想を掲載・・・云々。 

（市長が参加！驚き！･･･筆者） 

・「アンニョン・サヨナラ」ー亡き父を靖国から取り

戻すためのイ・ヒジャさんの旅ー･･･靖国神社に

亡き父の合祀を取り消すよう求めて提訴した

イ・ﾋｼﾞｬさんの日々を追う日韓共同のﾄﾞｷｭﾒﾝﾀ

ﾘｰ。 

・台湾と北京の旅あれこれ 

・本と暮らすⅡ 『新版 ﾋﾞｯｸﾞﾂﾘｰ  

自閉症の子、うつ病の妻を守り抜いて』･･･自

閉症の長男とうつ病の妻をかかえて東レの取締

役にまでなった人の記。家族の障害をｵｰﾌﾟﾝに

したら、実は息子が、妻が、と各自の事情を話

してくれる人が増えた。日本は隠しすぎる、と。 

NFU ふれあい通信    Ｎｏ．132,133 

      ［名古屋ふれあいユニオン］ 

・ダイヤモンドパーソネル･･･派遣契約打ち切

り。派遣先で写真をとったとの理由で派遣打ち

切り。雇いとめ。労働者は派遣先でのﾊﾟﾜﾊﾗ･

ｾｸﾊﾗで抑うつ状態に。 

・大杉学園･･･幼稚園教諭で上司から嫌がら

せ。改善を求めたが退職を余儀なくされた。早

朝出勤･残業があるも手当てなし。申し入れに

ﾊﾟﾜﾊﾗは否定し、超勤については検討するとの

対応。 

・「ダンダリンー○ー」･･･労働基準監督署の監

督官である段田凛の活躍や苦悩を描く漫画。

労基署の権限と限界をよく描かれているとの

事。 

mailto:nenn_ne@m5.dion.ne.jp
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それゆけ女たち  nｏ１99,200 

[ｾｸｼｭｱﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄと斗う労働組合ぱあぷる] 

･「反貧困学習」(解放出版社)から学ぶもの･･･

社会保険労務士の原さんが大阪府立西成高

校でおこなった反貧困学習の教育実践をまとめ

た本。プラス「反性暴力のための学習」も痛切に

必要である、とのこと。 

・とほほの役立たず日記 その 8,9･･･ｲｷﾞﾘｽで英

語ができないけど面接に果敢にとりくみやっと大

学の清掃の仕事を得る。それがﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（朝８

時から 12 時まで）の正社員。極めて一般的との

事。 

・メキシコの友人を紹介します。 

・ぱあぷるﾚ ﾎ ﾟ ｰ ﾄ  性暴力救援ｾﾝ ﾀ ｰ ･

SACHICO にかかわって･･･阪南中央病院にある

性暴力支援ｾﾝﾀｰ（2010.4 設立)は、性暴力被

害を受けて７日以内の女性への総合的支援を

提供する。三ヶ月の講習の後実習を経て支援

員になる。支援員は診察のために来所した方か

らまず話をきくのが仕事。”被害者の心によりそ

う”ことで性暴力社会を変えていきたい。 

・「ポルノ規制はなぜ必要か」に参加して･･･結成

10 周年になるﾎﾟﾙﾉ買春問題研究会は「ﾎﾟﾙﾉ」

とは［性暴力を肯定的に描く」表現物のことと定

義。ﾎﾟﾙﾉ被害は①制作被害②流通被害③消

費被害④社会的被害（環境ﾎﾟﾙﾉ被害と女性

差別の強化)⑤存在被害 の５つに分類され

る。ﾎﾟﾙﾉは「差別表現」ではなくﾎﾟﾙﾉ被害はﾎﾟﾙ

ﾉの中の女性から始まるので、ﾎﾟﾙﾉは「不平等の

実践」である。ﾎﾟﾙﾉ規制を有効にするためﾎﾟﾙﾉ

の再定義と性的人権の再定義が必要。ﾎﾟﾙﾉは

不快だけてなく被害を生んでいるから人権侵害

なのである。(法的な部分は理解不能、全体とし

て難解だが興味深い、筆者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日来    23 巻 8,9 号 

        ［がっこうｺﾐｭﾆﾃｨﾕﾆｵﾝ・あいち］ 

・トキとコサギの見分け方･･･ｺｽﾀﾘｶでのこと。

野鳥みるﾂｱｰで新米のﾅﾁｭﾗﾘｽﾄｶﾞｲﾄﾞが、い

きなり得意げに「トキとコサギはよく似ているけ

ど別の鳥。見分け方は･･･」と説明しだした。

日本ではありえない。なぜなら日本ではコサギ

はそこらにいるが、トキはいない、間違えようが

ないのだ･･･（なるほど 筆者） 

ファイトバック    Ｎｏ．14 

       ［館長雇止め・ﾊﾞｯｸﾗｯｼｭ裁判を支援する会］ 

・年の瀬のごあいさつ･･･三井マリ子 

・大阪高裁判決を確定させよう 

・「すてっぷ」元館長の人格権侵害を認めた

大阪高裁判決 

・裁判費が賄える賠償額望む 

・増木重夫容疑者また逮捕の記事･･･国粋

主義的な政治団体「在日特権を許さない市

民の会」の関西支部長で、三井さんが館長

時代、頻繁に嫌がらせをした人物。 

・追悼・ああ、北村三津子さん･･･ﾊﾞｯｸﾗｯｼｭ

裁判を支え、手作りの旗で東京から大阪まで

夜行バスで裁判傍聴に通っていた北村さん

が、過労で突然死去された。 
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                  NFORMATION・情報・じょうほう 

 

【ウイルあいち】 

講演会 

講師 

日時 

 

 

 

 

場所 

       

ワーク 

ショップ 

講師 

日時 

 

連絡先 

テーマセミナー：男女共同参画基本計画（第３次）から見えてくるもの  

第一回：２月２０日（日）１３：３０～１５：３０（公開講座）  

男女共同参画基本計画（第３次）から見えてくるもの 鹿嶋敬（実践女子大学教授） 

第二回：２月２７日（日）１３：３０～１５：３０ 

男性が家庭や地域でイキイキと輝くため        東珠実（椙山女学園大学教授）  

第三回：３月 ６日（日）１４：００～１６：００  

 男女共同参画時代に生きる子どものために大人ができること  林陽子（中部学院大学教授） 

参加費：全３回 1,500 円 公開講座のみ 600 円 先着順 定員４０名（公開講座１２０名） 

ウィルあいち（愛知県女性総合センター）大会議室、セミナールーム６                 

ウーマンネットワーク支援事業： 

ワークショップ「チョコレートの来た道」～美味しいチョコの苦い話とフェアトレード～  

土井ゆきこ（「名古屋をフェアトレード・タウンにしよう会」発起人、フェアトレード風’s） 

１月３０日（日）１３：３０～１６：３０ 

参加料：１４００円（チョコレート・お茶付、マイカップをご持参下さい。） 定員５０名 

財団法人あいち男女共同参画財団 052－962－2512  

開催場所 FAX 番号 052－962－2477  willkouza@will.pref.aichi.jp  

 

【つながれっとＮＡＧＯＹＡ】  

講座 

 

講師 

日時 

場所 

         

講座 

 

講師 

日時 

場所 

問合 

－おひとりさまの暮らし塾- 

Ｗｅｎ－Ｄｏ 講演会 「安全に 自信を持って生きるために」【公開講座】  

大沼もと子 Ｗｅｎ－Ｄｏインストラクター  

２月１２日（土） １０：３０～１２：００  

参加費 ５００円 参加女性のみ 

つながれっとＮＡＧＯＹＡ 交流ラウンジ                                         

 自助グループ応援セミナー 

～なかまと出会う 支え合う～私にとって自助グループって？  

上岡陽江（ダルク女性ハウス代表、精神保健福祉士）  

３月５日（土） １３：３０～１６：００  

つながれっとＮＡＧＯＹＡ 交流ラウンジ  

参加無料 定員 70 名 

TEL：052 (241) 0311, FAX：052 (241) 0312 info@tsunagalet-club.net 

 

【名古屋 YWCA】 

講座 

 

講師 

日時 

場所 

 

問合 

天皇制を考える 2.11 集会     

韓国併合 100 年を超えて  -歴史を問い直し平和をつくる- 

高橋哲哉（東京大学大学院教授） 

２月１１日（祝） １８：３０～２０：３０ 

名古屋 YWCA ビッグスペース 

参加費：1000 円（当日受付でお支払いください） 

名古屋 YWCA  tel052-961-7707 yyy@nagoya-ywca.or.jp 

Wen-Do（ウェン・ドウ）とは、1972

年にカナダで誕生した女性のため

の自己防衛プログラムです。  

mailto:willkouza@will.pref.aichi.jp
mailto:yyy@nagoya-ywca.or.jp
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